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＝きしわだ＝ 

「推進員だより」は岸和田市廃棄物減量等推進員の活動や市の施策を紹介します。 

１ 

廃蛍光灯のリサイクルシステム 

破砕・選別 

破砕・選別 焙焼工程 

水銀蒸気 

焙焼工程 

廃蛍光灯 

環形、直管形、ボール形、コンパクト形など

様々な種類の蛍光灯に水銀が使用されており

適正なリサイクルが必要です。 

未破砕で搬入された場合

は破砕作業を行います。

ガラスと口金部分の選別

を行います。 

蛍光灯の口金など 

洗浄し、微細な異物を

取り除きます。 水銀スラッジ 

アルミ・口金 

水銀のリサイクル 

凝縮 

コンデンサータワー 

コンデンサータワー

などを通過しながら

水蒸気は冷却され

再び液体の水銀に

なります。 

精製 

回収された粗水銀は

精製され高純度の

金属水銀(無機水銀)

になります。 

グラスウール工場 
リサイクルガラスを使用

して製造される断熱剤

は需要の多い北海道で

建築材料として使用さ

れます。 

セメント材料 

ガラスの 

リサイクル 

高品位カレット 

重量比で蛍光灯の

９割以上を占めるガ

ラス部分は均質な

ガラス原料として生

まれ変わります。 

アルミメーカー 

リサイクルされた水銀は

再び蛍光灯の材料などと

して使われます。 水銀 

焙焼工程 

水銀蒸気 

平成21年度 リサイクル関連施設視察研修会は、廃蛍光灯(管)のリサイクル施設を見学します。 

２ヶ月に１度、町会、自治会、廃棄物減量等推進員の皆様のご協力を得て回収しております、

廃蛍光灯(管)は市が回収し、岸和田市貝塚市クリーンセンターでストックしたのち、野村興産(株)

関西営業所に運ばれ、分離作業を行い、資源ガラス・アルミ・水銀等に再利用されています。 

岸和田市では、割れてしまった廃蛍光灯(管)については、埋立ごみとして処理をしています。 

廃蛍光灯(管)は割らずに出してください。平成20年度、廃蛍光灯(管)の排出量は約16ｔでした。 

２ 

平成22年４月１日から 

 普通(可燃)ごみの出し方が有料指定袋制に変わります。 
※４月1日以降、無料処理券、有料処理券は使えません。 

 町会または各種団体等で行われる大規模な清掃活動(美化運動)や、となり組(班)等で行う
小規模な清掃活動(ボランティア活動)に対して支援を行います。 

※ 公共施設において自主的な清掃、その他の美化活動が対象となります。 

※ 私有地から出るごみ等は対象ではありません。 

◎ 活動を実施する場合は、１週間前までに「美化活動支援申込書」を生活環境課地域美化 

担当に提出してください。                          

お問い合わせ 生活環境課 地域美化担当 423-9444まで 

 

次の要件をすべて満たし、市から紙おむつの給付を受けている人（入院中、または介護保険

施設に入所中の人は対象外です） 

①岸和田市の住民基本台帳に記載（住民票がある）、または外国人登録原票に登録されている 

②介護保険制度の要介護認定で要介護３～５の認定を受け、常に紙おむつを使用している 

③世帯の生計中心者が市民税非課税又は均等割のみである 

※ 紙おむつの給付申請時に申請してください（既に紙おむつを受給中の人には高齢介護課から

お知らせします） 

後日、普通ごみ指定袋45ℓを60枚(１年間)を、市より各家庭に配送します。 

平成20年４月２日から平成21年４月１日に生まれた１歳以上２歳未満の幼児を養育し紙おむ

つを普通ごみとして排出する保護者の方へ普通ごみ指定20ℓ袋60枚(１年分1回限り)を、平成21

年４月２日以降に生まれた１歳未満の乳児を養育し紙おむつを普通ごみとして排出する保護者の

方へ普通ごみ指定20ℓ袋120枚(２年分１人１回限り)を支援します。 

※ 平成22年３月31日までに岸和田市に出生届を済ませた保護者には、４月以降に生活環境課か

らお知らせします。 

※ 平成22年４月１日以降に出生届などの手続きを行う保護者は、その時に申請してください。 

後日、普通ごみ指定袋を市より各家庭に配送します。 

日常生活用具給付制度による紙おむつの給付を受けている人、または次の要件をすべて満た

し、市から紙おむつの給付を受けている人 

①岸和田市の住民基本台帳に記載（住民票がある）または外国人登録原票に登録されている 

②在宅の18歳以上65歳未満の寝たきり重度障害者(身体障害者手帳１級・２級または療育手

帳Ａ)で常時おむつを使用している 

③世帯の生計中心者が市民税非課税又は均等割のみである 

※ 障害福祉課で紙おむつの給付申請のときに一緒に申請してください。 

※ 紙おむつを受給中の人には申請書を送付します。 

後日、普通ごみ指定袋45ℓ袋60枚(１年間)を、市より各家庭に配送します。 

子育て支援 

美化活動・ボランティア活動 

障害者(児)支援 

高齢者支援 



 
「リデュース」 

４ 

『推進員だより』に推進員さんの声を!! 
 

推進員の皆様が感じていることや、「アイデア」「地域の取り組み」「知ってもらいたいこと」など

がありましたら、ぜひご意見をお寄せください。 

推進員の方々の声を記事にしたいと思っております。 

また直接、お話を聞かせていただくこともございますが、よろしくお願いいたします。  

連 絡 先 岸和田市役所 環境部 生活環境課 減量推進担当 

電 話 423-9465   FAX 436-0418 

岸和田市ホームページ  http://www.city.kishiwada.osaka.jp/ 

岸和田市では「ごみの分け方・出し方(平成22年度版)」を作成し、配布します。 

地域での正しいごみの分け方・出し方について、廃棄物減量等推進員の皆さんには

そのリーダーになっていただきたいと考えています。 

ＥＭ(有用微生物群)を米ぬかで培養した「ＥＭぼか

し」と生ごみを、密閉容器の中で発酵させる堆肥づくり

です。 

２個のＥＭバケツを交互に使用していただきます。 

堆肥は容器に投入した生ごみとほぼ同量(かさは減ら

ない)なので、堆肥の利用先が必要です。 

ごみ処理容器の無償貸与 

ＥＭバケツ 

 大きなポリバケツを逆さまにしたような容器を日当
たりの良い土の中に約 10cm埋めて使います。土の中の

微生物の働きで発酵分解し堆肥として利用します。 

容器に入れた生ごみと土を混ぜて定期的に空気を入

れる作業が必要です。 

家庭菜園やガーデニング、枯葉、枯草が多く出る人に

向いています。 

コンポスト 

詳しいお問い合わせは生活環境課 減量推進担当 TEL 423-9465まで 

岸和田市では、生ごみ減量促進を目的としたコンポスト(平成３年開始)、ＥＭバケツ(平成６年

モニター開始)の無料貸し出しを実施しています。 

コンポスト・ＥＭバケツの貸し出し状況は、平成20年度累計で、コンポスト2,293個、ＥＭバ

ケツ3,098個です。また季節や世帯人数等の使用条件にもよりますが、コンポスト・ＥＭバケツ

共に一週間で約３kgの生ごみ減量効果があると見込んでいます。 

家庭から出るごみの中でも大きな割合を占める生ごみも工夫次第で良質な堆肥になり、家庭菜

園や花づくりに活用して楽しむことができます。「コンポスト」と「ＥＭバケツ」の二種類の生ご

み堆肥化容器で生ごみから堆肥作りにチャレンジしてみませんか。 

３ 

３３ＲＲ  

ごみ減らしの 

ポイントは 

ごみを減らすために大切なことが、

三つのＲにつまっています。この三

つを実行することが、ごみ減らしや

資源の有効活用に役立ちます。 

繰り返し使用すること。 

使えるものは最後まで使うこと

です。 

リデュース

R e d u c e 
(減らす) 

ごみを減らすこと。 

そのためにごみとなるものを持ち

込まないことです。 

リユース 

R e u s e 
 (再使用） 

リサイクル 

R e c y c l e 
(再生利用) 

残った資源を捨てずに材料に戻し、

再び新しい製品にして使用するこ

とです。 

わたしたちが使っているものは、すべて地球の大切な資源から作られています。資源を集め、

ものを作り、運び、わたしたちの手元へとやってくるまでにたくさんのエネルギーが使われてい

ます。そして最後にごみになると、それを処理するためにもエネルギーが必要です。 

大量生産、大量消費、大量廃棄の流れは、豊かな生活ではなく、エネルギーのむだづかいです。

ごみを減らすということは、不要なものの流れをなくし、エネルギーのむだづかいをやめるとい

うことにもつながります。 

 平成22年２月24日(水)・25日(木)に、環境事務所内で、

市民の皆様から提供していただいた、小型家具やベビー用

品、小物など150点を展示し、無償譲渡会を行い、487名

の方々に来場いただきました。   

また 26日(金)には岸和田市消費生活研究会の方々のご

協力で公開抽選を行い、104点のリサイクル品を市民の

方々に譲渡いたしました。 

リサイクル品の無償譲渡会を行いました 
 

一般家庭ごみ処理券(シール)が残っている世帯に対し、町会・自治会の協力を得て、未使用の

一般家庭ごみ処理券(シール)を５枚(１シート)と普通ごみ指定20ℓ袋１枚と交換します。 

ただし３月末までは、一般家庭ごみ処理券をはって普通ごみを出していただきますので必要と

なる枚数はお手元に残しておいてください。 

また町会・自治会等で交換出来なかった方には市の施設で交換いたします。 

 平成22年１月1日現在、市内に居住し、岸和田市の住民基本台帳に記載（住民票がある）、
または外国人登録原票に登録のある方の世帯主に対して、普通ごみ指定袋の 45ℓを５枚、20ℓを

10枚、10ℓを５枚の計20枚を試供袋として配布します。 

 

試供袋(サンプル)の配布 

一般家庭ごみ処理券(シール)と普通ごみ指定袋との交換 
 

※ 公共施設での試供袋の配布・指定袋との交換場所、指定袋制についての 

詳しいお問い合わせは、生活環境課 管理担当 TEL 423-9439まで 


